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第３次総合計画策定に関する市民アンケート 追加資料 

1. 土地利用のあり方 

(1) 職業別 

 
 

図 1 主な職業 × 南アルプス市の土地利用のあり方について望ましいと思う方向性 
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農地を保全し、農業生産の機能が発揮できるよう

努める

公園や緑地を拡大し、生活環境の向上を図る

住宅地の拡大整備を進める

道路用地を確保し、生活道路や幹線道路網の整備

を進める

商業、サービス業などの業務地の整備を進める

工業用地を確保・整備し、企業誘致を推進する

なるべく現状のままで維持に努める

その他

無回答

農業・林業 (n=65)
自営業（商工・サービス・建設業など） ※家族従業員を含みます (n=57)
自由業（開業医、弁護士、税理士、僧侶など） (n=5)
会社員 (n=205)
公務員、教員、団体職員など公共的機関の職員 (n=47)
パート、アルバイト、派遣社員、契約社員など (n=149)
学生 (n=12)
専業主婦・主夫 (n=89)
無職 (n=220)
その他 (n=4)
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2. これからの農地の方向性 

(1) 職業別 

 

 

図 2 職業 × これからの農地の方向性 
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農業・林業 (n=65)

自営業（商工・サービス・建…

自由業（開業医、弁護士、税…

会社員 (n=205)

公務員、教員、団体職員など…

パート、アルバイト、派遣社…

学生 (n=12)

専業主婦・主夫 (n=89)

無職 (n=220)

現在の農地は、できるだけ守り、残していくべきである

農業生産がおこなわれない遊休農地であっても、宅地化は避けるべきである

優良な農地は保全するが、それ以外の農地は生活の利便性のため宅地化されてもやむを得ない

優良な農地を含め、周辺道路の整備等により開発の可能性がある農地については、宅地化して住

宅や業務用地などに利用することもやむを得ない
その他

無回答


